
GRAINE計画 

次期気球実験に向けて 

概要：荷電粒子の軌跡を3次元的に緻密(<1mm)に記録するエマルションフィルムは、ガンマ線に対して優れた角度分解能を実現し、直線偏光に対して感度を持つ。我々は、エマルションフィルムから成る
大口径面積(~10m2)のガンマ線望遠鏡を開発し、長時間(~7日間)気球フライトを繰り返すことで、10MeV-100GeV帯域の宇宙ガンマ線観測を目指す(GRAINE計画)。2011年度に、大樹航空宇宙実験場
(北海道)にて、JAXA大気球実験をおこない、各構成要素の動作・性能実証、及びそれらの連動実証をおこなった。また、バックグラウンドとなる大気ガンマ線の実測を進めている。本ポスターでは、2011

年度気球実験で得られた成果を中心に、GRAINE計画の概要や次期気球実験についても紹介する。  
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